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第２４期 第４回総会 

別 海 町 農 業 委 員 会 議 事 録 

（令和２年 ９月３０日） 

 

 

〇開催日時  令和２年９月３０日（水） 

午前１０時００分から午前１２時００分 

 

〇開催場所  別海町役場 ４階 第２・３委員会室 

 

〇議事日程  

日程第 １ 報告第１号 農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤 

強化促進法） 

日程第 ２ 報告第２号 農地等あっせん結果の報告について（別海町農地移 

動適正化あっせん基準） 

日程第 ３ 報告第３号 農地法第４条許可書の交付について 

日程第 ４ 報告第４号 農地法第５条許可書の交付について 

日程第 ５ 報告第５号 農地法第６条１項の規定による農地所有適格法人の 

定期報告について 

 

日程第 ６ 議案第１号 農地法第18条の規定による賃貸借の解約について 

日程第 ７ 議案第２号 農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る 

要請について 

日程第 ８ 議案第３号 農地法第３条第１項の規定による許可申請書の提出 

について 

日程第 ９ 議案第４号 農地法第４条第１項の規定による許可申請書の提出 

について 

日程第１０ 議案第５号 別海町農用地利用集積計画の決定について 

日程第１１ 議案第６号 現況証明願いについて 
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〇出席委員（２５名） 

会     長 ２７番 小 野 榮 一 

会長職務代理者 ２６番 信 夫 重 勝 

 

          １番 及 川 哲 夫   ２番 山 崎   茂 

           ３番 齊 藤 主 夫   ４番 市 川 義 晴 

           ６番 藤 田 浩 義   ７番 中 洞   薫 

           ８番 加 藤 真 純   ９番 畠 山 友 子 

          １０番 大 内 敏 光  １１番 芳 賀   均 

          １２番 中 村 繁 男  １３番 小 島   敏 

          １４番 羽 石 健 一  １６番 内 藤 宏 幸 

          １７番 阿 部   浩  １８番 藤 井   実 

          １９番 木 幡   誠  ２０番 浦 山 宏 一 

          ２１番 山 田 良 雄  ２２番 押 田 賢 二 

          ２３番 林   武 雄  ２４番 伊 藤 一 吉 

          ２５番 竹 花 新 吉 

 

〇欠席委員（ ２名） 

     ５番 石 毛   剛  １５番 加 藤 和 広 

 

〇出席説明員 

  事  務  局 事務局長 中 村 公 一 

  総務担当    主幹   木 直 人 

  農地調整担当  主査  藤 巻 成 司 

  農地調整担当  主任  山 下 真 弘 

  農地調整担当  主任  川 原 浩 貴 

 

 

〇傍聴人（な し） 

 

 

〇議事録署名委員       

６番 藤 田 浩 義   ７番 中 洞   薫 
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次の記録は、農業委員会等に関する法律第２７条の規定により会議の記録を記載したも

のである。 

 

 

令和 ２ 年 ９ 月３０日 

 

署名者 

 

議   長   小 野  榮 一 

 

議席 ６ 番   藤 田  浩 義 

 

議席 ７ 番   中 洞   薫 
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◎開会宣言 

事務局（中村事務局長） 

ただいまから第４回別海町農業委員会総会を開催いたします。 

はじめに小野会長よりご挨拶をいただきます。 

○小野会長 

皆さんおはようございます。 

（会務報告がある） 

本日は報告５件、議案６件です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（中村事務局長） 

ありがとうございました。 

それでは総会の議長につきましては、会議規則第５条に基づき、会長が議長となりま 

す。小野会長よろしくお願いいたします。 

○議長（小野会長） 

本日の欠席委員は議席５番石毛委員、議席１５番加藤和広委員です。 

本日の議事録署名委員につきましては、議席６番藤田委員、議席７番中洞委員です。 

よろしくお願いします。 

それでは議事に入ります。 

 

◎日程第１ 報告第１号 

〇議長（小野会長） 

日程第１ 報告第１号「農地等あっせん結果の報告について」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

○事務局（川原主任） 

報告第１号、農地等あっせん結果の報告について。次の者から農業経営基盤強化促進 

法第１５条第１項の規定に基づく利用権の設定等についてあっせんの申出があり、あっ 

せんを行ったので報告する。 

本件は、全部で１２件ございます。第１号から第２号までの２件は、農地所有者から

所有権の移転に係るあっせんの申出があり、周辺地域における農用地の保有状況、利用

状況及び将来性等を踏まえ、農地中間管理機構の買入が必要との判断から調整を行いま

したが、双方の合意が得られず不成立となったものであります。今後の取り扱いについ

ては後の議案第２号で提案し御審議いただく予定です。第３号から第６号までの４件

は、本年８月総会で報告させていただきましたが、農用地の価格について意向が一致せ

ず不調に終わったため、関係規定に基づき町長に対し買入れ協議の要請に取り組んだと 

ころ、この度、協議が整う運びとなったものです。今後の取り扱いについては後の議案 

第５号で提案し御審議いただく予定であります。 

第７号から第１２号までの６件は、農地等売買事業により北海道農業公社が買い入れ 

た土地について、一時貸し付けを行う内容であります。旧所有者につきましては、第７ 

号は目黒久光さん、第８号は小林信幸さん。第９号は金川重義さん、第１０号及び１１ 

号までが吉田政利さん。第１２号が、加藤邦彦さんです。こちらも議案第５号で提案し御 
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審議いただく予定であります。 

第１号、あっせん候補者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人北 

海道農業公社 理事長 竹林孝。あっせん対象地、西春別５３－２外８筆、計１７３,６  

３０㎡。農地の所有者、西春別５３番地の１６、石川光至。あっせん委員、大内委員外５ 

名、あっせん結果、不成立。次号から第６号までのあっせん候補者については同文です 

ので朗読を省略します。 

第２号、あっせん対象地、西春別２６－４３外１１筆、計３９１,４３２㎡。農地の所 

有者、泉川６２番地の１、黒沼照雄。あっせん委員、同上。あっせん結果、不成立。 

第３号、あっせん対象地、上風連７－２外２７筆、計７６４,３８８㎡。土地の所有者、 

上風連３４番地の１６、石田昌樹。あっせん委員、山田委員外８名。あっせん結果、成立。 

あっせん価格、売買、４３，９０９,０００円。次号から第５号までのあっせん委員につ 

いては、同文ですので朗読を省略します。 

第４号、あっせん対象地、中西別９７－３外２３筆、計４１７,８６０㎡。農地の所有 

者、中西別１２９番地の３、村上將三。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買、２４， 

９８６,０００円。 

第５号、あっせん対象地、中西別９７－１外１７筆、計４８７,０２２㎡。農地の所有 

者、中西別１３０番地の１７、中鉢桂樹。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買、２ 

３，６７０，０００円。 

第６号、あっせん対象地、西春別２０１－１０外３０筆、計８６８,６４９㎡。農地の 

所有者、西春別２２３番地の４、伊藤良一。あっせん委員、大内委員外５名。あっせん結 

果、成立。あっせん価格、売買、４５，５９１,０００円。 

第７号、あっせん候補者、中西別２６３番地の７、阿部隼人。あっせん対象地、中西別 

２４７－１０外３７筆、計９７３,５６１.７９㎡。農地の所有者、札幌市中央区北５条 

西６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公社 理事長 竹林孝。あっせん委員、山 

田委員外８名。あっせん結果、成立。あっせん価格、賃貸借、年間８３９,４４０円。次 

号から第１２号までの所有者については同文ですので朗読を省略します。 

第８号、あっせん候補者、中西別２７２番地の４９、渡會一也。あっせん対象地、中西 

別２５８－５外２７筆、計６９８,８１１.１８㎡。あっせん委員、山田委員外８名。あっ 

せん結果、成立、あっせん価格、賃貸借、年間６３４,９２０円。    

第９号、あっせん候補者、上春別１０４番地の２３、藤本拓也。あっせん対象地、上春 

別２２－１外２０筆、計７３２,７５９㎡。あっせん委員、加藤和広委員外５名、あっせ 

ん結果、成立。あっせん価格、賃貸借、年間７４３,１２０円。次号から第１２号までの 

あっせん委員については同文ですので朗読を省略します。 

第１０号、あっせん候補者、上春別２８０番地の１、有限会社アイファーム  代表取 

締役 目黒英夫。あっせん対象地、上春別２７７－１外１６筆、計３１０，３９５㎡。あ 

っせん結果、成立。あっせん価格、賃貸借、年間２７５,１４０円。  

第１１号、あっせん候補者、上春別３０１番地の４、村山清。あっせん対象地、上春別 

２７７－３外９筆、計１５９,４６３㎡。あっせん結果、成立、あっせん価格、賃貸借、 

年間１８７,０２０円。 

第１２号、候補者、上春別２７８番地の４、吉田政利。あっせん対象地、上春別２２６ 
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－５外５１筆、計９１２，２８２㎡。あっせん結果、成立。あっせん価格、賃貸借、年間 

９８２,２４０円。以上で報告第１号の内容説明を終わります。 

○議長（小野会長） 

報告第１号の事務局説明が終わりました。ここで、あっせんに当たられた委員の説明 

を求めたいと思います。報告第１号、第２号につきましては不成立案件ですので事務局 

説明のみとします。３号につきましては議席１３番小島委員。４号、５号につきまして 

は議席２３番林委員。６号につきましては議席１０番大内委員。７号、８号につきまし 

ては議席２３番林委員。９号から１２号につきましては議席１４番羽石委員。それでは 

小島委員お願いします。 

○１３番 小島委員 

はい、３号について説明いたします。石田昌樹さんですが、２年前に離農され、去年 

１年間は賃貸ということで、今年は農業公社に借り上げをしてもらい、隣接する農家、 

後ほど出てきますが２戸と賃貸契約が決まりましたので、この度、売買となりました。 

よろしくお願いします。 

○議長（小野会長） 

続きまして４号、５号、７号、８号を林委員お願いします。 

○２３番 林委員 

第４号、５号をまとめて説明します。４号の村上さんは昨年、５号の中鉢さんは１４ 

年前に離農されまして賃貸されていましたが、今年売買のあっせんの申出でがありまし 

て、近隣の４軒の農家にあっせんをいたしました。今回合理化事業で農業公社にあっせ 

んが成立したものですのでよろしくお願いします。 

７号、８号の阿部隼人さんと渡會一也さんですが、今年研修牧場を卒業されまして、 

中西別の目黒さんと小林さんの跡地に就農することになりました。今は一番牧草、２番 

牧草を収穫されまして牛が少しずつ入っているようです。今回農業公社より一時貸し付 

けになりましたので、よろしくお願いします。 

○議長（小野会長） 

続きまして、６号を大内委員お願いします。 

○１０番 大内委員 

６号ですが、伊藤良一さんの営農中止によりまして、保有合理化事業で近隣の農家に 

配分が決まっておりますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（小野会長） 

続きまして、９号から１２号を羽石委員お願いします。 

○１４番 羽石委員 

はい、御説明いたします。９号ですが、金川さんの離農に伴い、藤本拓也さんが移転 

により全地公社から借りるものです。地区協議会で了承もとれており、５年後の買い取 

りを目指しておりますのでよろしくお願いします。 

１０号、１１号ですが、吉田政利さんが移転により、今まで保有していた畑を農業公 

社に買い取ってもらい、近隣の有限会社アイファームと村山清さんが５年後に買い取り 

を目指すものであります。 

１２号ですが、加藤さんが、今年の４月で離農したことにより、農場と全地、吉田政利 
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さんが移転により買い取りするものでございます。地区協議会の了承も得られておりま 

すのでよろしくお願いします。 

○議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。報告第１号の委員説明が終わりました。 

ここで報告第１号について質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長(小野会長) 

「なし」ということですので、報告第１号を承認することに御異議ございませんか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第１号を原案のとおり承認することに決定しま 

す。 

 

◎日程第２ 報告第２号 

〇議長（小野会長） 

日程第２ 報告第２号「農地等あっせん結果の報告について」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

○事務局（川原主任） 

   報告第２号、農地等あっせん結果の報告について。次の者から農地等のあっせん申出 

書の提出があり、別海町農地移動適正化あっせん基準に基づきあっせんを行ったので、 

あっせん基準第８の２の(３)の規定により報告する。 

本件は、全部で６件ございます。全件農地所有者の申出により新たに所有権の移転及 

び利用権の設定のあっせんを行ったものであります。今後の取扱いについては後の議案 

第５号で提案し御審議いただく予定でございます。 

第１号、あっせん候補者、別海町別海４０１番地の８、有限会社河嶋産業 代表取締 

役 河嶋和也。あっせん対象地、上風連３４－１４外４筆、計１８,２２０㎡。農地の所 

有者、上風連３４番地の１６、石田昌樹。あっせん委員、山田委員外８名。あっせん結 

果、成立。あっせん価格、売買、３８４,０００円。 

次号から４号までのあっせん委員については同文ですので朗読を省略します第２号、 

あっせん候補者、上風連３５番地の７、齊藤亮。あっせん対象地、上風連２－４外５筆、 

計１９７,２２１㎡。農地の所有者、同上。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買、 

１９７,０００円。第３号、あっせん候補者、中西別１３９番地の２９、長谷川幸一。あ 

っせん対象地、中西別９７－２、計２９,１９２㎡。農地の所有者、中西別１２９番地の 

３、村上將三。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買、２９,０００円。 

第４号、あっせん候補者、中西別１６８番地の１、有限会社たんぽぽ牧場 代表取締 

役 加藤二三代。あっせん対象地、中西別１２８－１０外４筆、計１８,５６３㎡。農地 

の所有者、中西別１２９番地の３、村上將三。あっせん結果、成立。あっせん価格、売 

買、１８,０００円。 
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第５号、あっせん候補者、西春別３４４番地の４１、丹治直人。あっせん対象地、西春 

別２４１－１外１筆、計２２,４９８㎡。農地の所有者、西春別２２３番地の４、伊藤良 

一。あっせん委員、大内委員外５名。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買、２２, 

０００円。 

第６号、あっせん候補者、西春別２８７番地の７、渡部義展。あっせん対象地、西春別 

２４２－１８外１筆、計３,７２５㎡。農地の所有者及びあっせん委員については同上で 

す。あっせん結果、成立。あっせん価格については贈与です。以上で報告第２号の内容説 

明を終わります。 

○議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。報告第２号の事務局説明が終わりました。ここであ 

っせん委員の説明を求めます。１号、２号につきましては１３番小島委員。３号、４号 

につきましては２３番林委員。５号、６号につきましては１０番大内委員。それでは小 

島委員お願いします。 

○１３番 小島委員 

はい、１号、２号については先ほど話をしました石田昌樹さんの土地で、今回農業公 

社で買い上げができなかった部分を２戸の農家で買うものです。よろしくお願いいたし 

ます。 

○議長(小野会長) 

続きまして３号、４号を２３番林委員お願いします。 

○２３番 林委員 

第３号と４号を説明します。先ほど第１号で説明した、村上將三さんの土地ですが、 

農業公社が買い取りできない不可耕地を長谷川さんとたんぽぽ牧場さんが取得するもので 

すのでよろしくお願いいたします。 

○議長（小野会長） 

続きまして５号、６号を１０番大内委員お願いします。 

○１０番 大内委員 

報告第１号にあった伊藤良一さんの土地ですが、５号は農業公社の保有合理化事業に 

乗れなかった土地を売買するということです。６号は少し複雑でして、伊藤良一さんと 

渡部義展さんのお父さんの渡部義一さんの土地が隣り合わせでありまして、そこに明渠 

が通っているのですが境界線を通らないで畑を斜めに通っているため自分の土地が明渠 

で区切られていることから相手の土地を通らないと行けないということで、お互い自分 

に近い相手の土地をそのまま使うようにしていたそうです。 

伊藤良一さんが営農中止で農地を売ることになり、お互い贈与という方法で考えたの 

ですが、渡部義一さんが経営移譲年金の関係ですぐには移動できないということで、 

とりあえず伊藤良一さんと渡部義展さんが贈与で、もう反対側は渡部義一さんが４年後 

に年金の縛りがなくなるのでその時点で贈与するという、ちょっと時間差の案件であり 

ます。 

○議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。報告第２号の委員説明が終わりました。ここで、報 

告第２号について質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 
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〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

「なし」ということですので、報告第２号を承認することに御異議ございませんか。 

〇委員 

（「異議なし。」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第２号を原案のとおり承認することに決定しま 

す。 

    

◎日程第３ 報告第３号 

日程第３ 報告第３号「農地法第４条許可書の交付について」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

○事務局（山下主任） 

報告第３号、農地法第４条許可書の交付について。農地法第４条第１項の規定による 

許可申請について、農業委員会総会議決後北海道農業会議に意見聴取した結果、許可を 

相当とする回答があり許可書交付したので、別海町農業委員会会長専決規程第３条の規 

定により報告する。 

本件につきましては、第３７回総会にて御審議いただいた案件で、申請時における計 

画どおりですので詳細については朗読を省略します。許可日については、別海農業振興 

地域整備計画変更における計画変更完了通知がありました８月２０日としております。 

また、意見聴取案件ではありませんが、第２回総会で御審議いただいた株式会社ｍｏ 

ｓｉｒと第３回総会で御審議いただいた株式会社中野目牧場については、それぞれ８月 

２０日と８月３１日に許可書を発行しております。以上で報告第３号の内容説明を終わり 

ます。 

○議長(小野会長) 

はい、報告第３号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても、知事許可 

案件ですので事務局説明のみとします。それでは、報告第３号につきまして質疑を受け 

たいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第３号を承認することに御異議ございせんか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第３号を原案のとおり承認することに決定しま 

す。 
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◎日程第４ 報告第４号 

「日程第４ 報告第４号 農地法第５条許可書の交付について」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

○事務局（山下主任） 

報告第４号、農地法第５条の許可書の交付について。農地法第５条第１項の規定によ 

る許可申請について、農業委員会総会議決後北海道農業会議意見聴取した結果、許可を 

相当とする回答があり許可書を交付したので、別海町農業委員会会長専決規程第３条の 

規定により報告する。 

本件は、第２回総会で御審議いただいた案件で、詳細については申請時の計画どおりで 

すので省略させていただきます。許可日につきましては、北海道農業会議の意見聴取日で 

ある８月２５日としております。以上で報告第４号の内容説明を終わります。 

○議長(小野会長) 

報告第４号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても知事許可案件です 

ので事務局説明のみとさせていただきます。それでは、報告第４号につきまして質疑を 

受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第４号を原案のとおり承認することに御異議ございま 

せんか。はい、２１番山田委員。 

〇２１番 山田委員 

ほかに２件ありましたよね。それはどこに書いてありますか。 

〇事務局（山下主任） 

株式会社ｍｏｓｉｒと中野目牧場ですね。それは記載していません。議案本文のとお 

り、北海道農業会議に意見聴取したものを載せているので、意見聴取していない案件につ

いては記載しておりません。 

○事務局（藤巻主査） 

今の御質問についてお答えします。はじめに報告第３号、農地法第４条許可書の交付 

についての文章の中に、北海道農業会議に意見聴取した結果ということで書かれていま 

すので、農業会議に意見聴取したものを議案として記載しております。先月までは、許 

可書を交付したものは全て議案として載せていましたが、事務局で内容が合わないとい 

うことに気付きまして、会長も含めて協議した結果、北海道農業会議に意見聴取したも 

のを議案の報告することとし、それ以外に許可書を交付したものについては、口頭説明 

でいいのではないかという結論に至りましたので、今回、先ほど言われましたｍｏｓｉ 

ｒさんと中野目牧場さんの案件につきましては、口頭説明とさせていただきました。 

以上でございます。 

○事務局（中村事務局長） 

私からも補足説明させていただきます。北海道知事案件については、この総会後に許 

可書を出しますが北海道農業会議に出さなくていい案件は総会が終わった時点で、若し 

くは翌月の始めには許可書を交付しています。今までは議決案件は全部報告しておりま 



 - 12 - 

したが、北海道農業会議に相談したところ必要がないということでしたので今回から削 

除させていただいた次第です。以上です。 

〇１０番 大内委員 

それは何ヘクタールからですか。 

○議長（小野会長） 

３,０００㎡以上なると意見聴取案件になります。 

ほかに御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なければ報告第４号を原案のとおり承認することに御異議ございませんか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

「異議なし。」ということですので、報告第４号を原案のとおり承認することに決定 

します。 

 

◎日程第５ 報告第５号 

  日程第５ 報告第５号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の定期告 

について」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明お願いします。 

〇事務局（山下主任） 

報告第５号、農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の定期報告について。 

次の者から農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人報告書の提出があったの 

で報告する。 

今月は１１件の報告がありました。いずれも農地法第２条に基づく事業要件、議決権 

要件及び役員要件の全てを満たしておりました。その他の法人名、決算期等については 

記載のとおりですので、朗読を省略させていただきます。以上で報告第５号の内容説明 

を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、報告第５号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても、法人の定 

期報告ですので事務局説明のみとさせていただきます。それでは報告第５号につきまし 

て質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、報告第５号を承認することに御異議ございませんか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 
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「異議なし。」ということですので、報告第５号を原案のとおり承認することに決定 

します。 

 

◎日程第６ 議案第１号 

日程第６ 議案第１号「農地法第１８条の規定による賃貸借の解約について」を議題に

供します。 

事務局から議案の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（川原主任） 

議案第１号、農地法第１８条の規定による賃貸借の解約について。次の者から農地法 

第１８条第６項の規定により提出された賃貸借の合意解約の通知について、同条第１項 

の規定による可否の決定を求める。本件は１件でございます。借主、貸主双方の合意に 

より解約された通知であり、土地の引渡の時期前６か月以内に合意解約が成立しており 

ます。それでは朗読します。 

第１号、貸人、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公 

社 理事長 竹林 孝。借人、中西別３０７番地の３、齋藤利男。解約する土地、中西別 

３０６－３０外１筆、計５５,４３３㎡。利用権の種類、賃借権。契約期間、平成２８年 

１１月２９日から令和３年９月２９日。合意解約成立の日、令和２年９月８日。土地の 

引渡の時期、令和２年９月９日。解約の理由、合意解約。以上で議案第１号の内容説明 

を終わります。 

〇議長（小野会長）  

はい、議案第１号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても合意解約案 

件ですので、事務局説明のみとさせていただきます。それでは、議案第１号につきまして 

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採択に入りたいと思います。否決の方の挙手を求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第１号を原案のとおり許可することに決定します。 

 

◎日程第７ 議案第２号 

日程第７ 議案第２号「農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る要請につ 

いて」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（川原主任） 

議案第２号、農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る要請について。次の 

者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づく農用地所有権移転のあせ 

ん申出があったので、同法第１６条第１項の規定により、当会は別海町長に対し同条 
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第２項の規定による通知をするよう要請する。本件は２件ございます。先の報告第１号 

で不成立となった案件の農地所有者で、あっせんの申出があったものであります。第１ 

号から第２号まで同様の内容となっておりますので一括で御説明いたします。１の所有 

権移転のあっせん申出者につきましては、報告第１号において所有者として朗読させて 

いただきましたので省略させていただきます。次に２の申出を受けた日につきましては 

令和２年９月１６日。３の農地中間管理機構を含めた調整の経過は、あっせん会議を開 

催し調整を図ったが農用地の価格について所有者と農地中間管理機構の意向が一致せず、 

調整は不調に終わったという内容でございます。４の当該農用地の利用集積に係る意見 

については、優良農地等であり、効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地 

の利用集積を図るため農地中間管理機構による買入れが特に必要と認められるという内 

容で要請いたします。以上で議案第２号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。議案第２号の事務局説明が終わりました。この件に 

つきましても買入要請案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。それでは議 

案第２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第２号を原案のとおり許可することに決定します。 

 

◎日程第８ 議案第３号 

日程第８ 議案第３号「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」を議題に

供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（藤巻主査） 

議案第３号、農地法第３条第１項の規定による許可申請について。次の者から農地法 

第３条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可の決定を求める。 

農地法第３条許可申請につきまして、別添資料調査書を配布していますので併せて参照

願います。 

第１号、申請人の住所氏名。貸人、本別５７番地の３、赤池雅三。借人、本別１８番地 

の３０、株式会社赤池牧場 代表取締役 赤池雅三。許可を受けようとする土地の表示、 

本別５５－１外２６筆、計６０１,０２８㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を 

有効活用するため使用貸借するもので、借人は、農地所有適格法人設立のため使用貸借を 

受けるものである。貸借期間は、令和２年１０月１日から１０年間です。 

第２号、申請人の住所氏名、譲渡人、釧路市幸町１０丁目３番地、釧路財務事務所 

所長 武藤英一。譲受人、中春別１７０番地の５０、末松畜産有限会社 代表取締役 末 
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松秀義。許可を受けようとする土地の表示、中春別７８０。面積、１,９７１㎡。許可を 

受けようとする理由。譲渡人は、国有地売却のため売り渡すもので、譲受人は国有地購 

入のため買い受けるものである。売買価格は５６,０００円です。 

第３号、申請人の住所氏名、譲渡人、中春別１８５番地の４、橋正。譲受人、中春 

別２２５番地の７、有限会社ギガファームグループ 取締役社長 兼松誠。許可を受けよ 

うとする土地の表示、中春別１６４－１外４０筆、計９９７,４７７㎡。許可を受けよう 

とする理由。譲渡人は、農地を有効活用するため売り渡すもので、譲受人は、経営規模 

拡大のため買い受けるものである。売買価格は４７，２６３,０００円です。 

第４号、申請人の住所氏名、貸人、中西別１７６番地の２６、臼井正登。借人、中西別 

１７６番地の３、臼井貴之。許可を受けようとする土地の表示、中西別１９５－３。面 

積、７,４５９㎡。許可を受けようとする理由、貸人は経営の主体である長男に使用貸借 

するもので、借人は父から使用貸借を受けるものである。貸借期間は許可日から１０年 

間です。 

第５号、申請人の住所氏名、貸人、中西別１７４番地の１、田中久夫。借人、中西別１ 

７４番地の１、田中和史。許可を受けようとする土地の表示、中西別１９５－４。面積、

５９,９４９㎡。許可を受けようとする理由、貸人は経営の主体である三男に使用貸借を

するもので、借人は父から使用貸借を受けるものである。貸借期間は、許可日から１０年

間です。 

第６号、申請人の住所氏名、貸人、別海２１１番地の６、松田寅義。借人、別海宮舞町 

７４番地の１４４、松田健児。許可を受けようとする土地の表示、別海１９２－３外３８

筆、計１，２７７,６５２㎡。許可を受けようとする理由。貸人は経営の主体である長男

に全地使用貸借するもので、借人は父から全地使用貸借を受けるものである。貸借期間

は、令和２年１０月２８日から３０年間です。 

追加説明となりますが、第３号の臼井さんと第４号の田中さんの件について、今回、時

効取得という制度によって土地を取得されました。時効取得とは、民法の規定で取得の意

思を持って争いなく占有し続ければ自分の所有とすることができるという規定になってお

りまして、法務局への申請等、登記手続が必要ではありますが所有権が移転されるもので

あります。以上で、議案第３号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。議案第３号の事務局説明が終わりました。ここで現地

調整委員の説明を求めます。１号を議席２６番信夫代理。２号を議席１６番内藤委員。３

号を議席８番加藤真純委員。４号、５号を議席２３番林委員。６号を議席１７番阿部委

員。ここで、３号の有限会社ギガファームグループにつきましては、私が構成員ですので、

農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条の規定に基

づき議事参与制限により一時退席し、議長を信夫代理に預けます。 

（小野会長、一時退席） 

〇議長（信夫代理） 

小野会長に関係する案件ということで、第３号の議案についてのみ、審議を進めたいと

思います。調整に当たられた委員の説明を求めます。議席８番、加藤真純委員お願いしま

す。 
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〇８番 加藤真純委員 

はい、説明いたします。髙橋正さんと有限会社ギガファームグループの売買の案件で

すが、髙橋正さんが平成２１年に生産活動を終了しまして、有限会社ギガファームグル

ープで働き始めていました。このときに農地法第３条で１０年間の賃貸契約を結んでおり

まして、今回、契約が満了することで、農地法第３条で売買することになったものであり

ます。以上です。 

〇議長（信夫代理） 

ありがとうございます。それでは第３号の案件について質疑を受けたいと思います。何

か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（信夫代理） 

御質問ありませんので、第３号について採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（信夫代理） 

挙手なしということですので、第３号については原案のとおり許可することに決定し

ます。ここで、小野会長に対する議事参与制限を解除します。 

（小野会長着席、議長交替） 

〇議長（小野会長） 

それでは引き続き、議案第３号の１号につきまして、議席２６番、信夫代理から説明を

お願いします。 

〇議席２６ 信夫代理 

それでは１号について説明いたします。赤池さんですが、地域内で移転されて、すでに

搾乳をされております。今回の農地所有適格法人の申請に当たって、この土地は従来赤池

さんが活用していた土地の部分でございます。今後、新たに移転した先の周辺のことを含

めて、地域全体の利用集積を図っていければという話になっていますが、現状この状況で

営農されていますのでよろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

はい。続きまして２号を内藤委員お願いします。 

〇１６番 内藤委員 

はい。９月１６日の現地調査に及川委員と押田委員と、この日は５か所見てきました。

それでは２号の説明をいたします。この案件は、末松さんが３年ほど前に取得した土地で

あります。建物ではなく草地更新ではないかと思われますが、約２反歩の土地に地番がな

いことがわかり、調べたところ、号線であることが分かり、調整の結果、国有地の払い下

げが決まり、現地を見てまいりました。立派な草地になっており、少し傾斜の部分が号線

だと線を引いてきました。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

はい。続きまして４号、５号を林委員お願いします。 
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〇２３番 林委員 

４号と５号を臼井さんと田中さんの時効取得ということですが、昔、松尾さんという方

がいた農地なのですが、そこを離農されて、離農した土地を田中さんと臼井さんが使って

いたのですが、その松尾さんの居所がわからないので、時効取得することになりました。

それで、名義は父親の名義で時効取得したので、それを経営主の息子さんに使用貸借する

ものです。以上です。 

〇議長（小野会長） 

はい。続きまして６号を阿部委員お願いします。 

〇１７番 阿部委員 

説明いたします。父、松田寅義さんから息子の松田健児さんに全地使用貸借を今まで 

していたところを継続して使用貸借するという案件です。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小野会長） 

はい、以上で、議案第３号の委員説明が終わりました。ここで、質疑を受けたいと思い 

ます。何か御質問ございませんか。 

〇２６番 信夫代理 

この時効取得っていう制度は、何年とか、そういう時間的な決まりはあるのですか。 

〇事務局（藤巻主査） 

はい、お答えします。時効取得についてですが、民法の規定で調べたところ、２０年以 

上を経過しているものについて認められるものです。 

〇議長（小野会長） 

よろしいですか。 

〇２６番 信夫代理 

はい。わかりました。 

〇議長（小野会長） 

はい、そのほか何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なければ議案第３号につきまして採決に入ります。否決の方の挙手を求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第３号の第３号を除きまし原案のとおり許可する 

ことに決定します。ここで、１５分間の休憩とします。 

（１１時から１１時１５分まで休憩） 

 

◎日程第９ 議案第４号 

〇議長（小野会長） 

それでは、会議を再開します。 

日程第９ 議案第４号「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」を議題 
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に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（藤巻主査） 

議案第４号、農地法第４条第１項の規定による許可申請について。次の者から農地法第

４条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可の決定を求める。 

本件につきましては、立地基準及び一般基準を満たし、農用地利用集積計画及び農業 

振興地域整備計画に支障が生ずる恐れがないものと判断しております。 

第１号、許可を受けようとする土地の表示、美原４－１５、面積４６,３７４㎡の内５ 

８９.２４㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、倉庫外６９２.１９㎡。転用基準、区分、 

農用地。許可理由、農地法第４条第６項。土地利用計画、農用地。転用者、美原４番地の 

１４、北村昭。本件の転用面積と計画面積の違いにつきましては備考欄に記載のとおり、 

非農地が含まれることによるものです。次号から転用基準、土地利用計画等は同様となり 

ますので、朗読を省略させていただきます。 

第２号、許可を受けようとする土地の表示、西春別２４－４、面積２７,３８６㎡の内 

１,３３５.８３㎡。西春別２４－６、面積４３,１５３㎡の内１,７０６.１６㎡。計３, 

０４１.９９㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、乾乳舎外３,０４１.９９㎡。転用者、   

泉川５７番地の１１、農地所有適格法人 有限会社ジェイファームシマザキ 代表取締 

役 島崎美昭。 

第３号、許可を受けようとする土地の表示、西春別６０－３。面積９,５９９㎡の内１, 

１６２.５２㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、倉庫外１,１６２.５２㎡。転用者、 

西春別６０番地の９、卯野聡明。以上で、議案第４号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。議案第４号の事務局説明が終わりました。ここで現 

地調査委員の説明を求めます。１号を議席１６番内藤委員。２号、３号を議席１番及川 

委員。それでは内藤委員お願いします。 

〇１６番 内藤委員 

北村さんは倉庫を建てるという申出があり、現地を見てまいりました。現在建ってい 

る倉庫の続きで道路沿いに建てる予定であります。草地に少しはかかりますが、必要最小 

限の面積であり、妥当であると認めてきました。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして２号３号及川委員お願いします。 

〇１番 及川委員 

はい、９月１６日に内藤委員、押田委員と見てまいりました。２番の有限会社ジェイ 

ファームシマザキの案件ですが、場所がここしかないからやむを得ないと思いました。 

３番の夘野さんですが、Ｄ型ハウスが建っている場所に乾乳舎を建てる予定でＤ型ハウ 

スを畑に移転するということでした。場所はそこしかないので仕方ないのかなと見てま 

いりました。よろしくお願いします。 

〇議長(小野会長) 

はい、ありがとうございました。議案第４号につきましての委員説明が終わりました。 

ここで、議案第４号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませ 
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んか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第４号を原案のとおり許可することに決定します。 

 

◎日程第１０ 議案第５号 

〇議長（小野会長） 

日程第１０ 議案第５号「別海町農用地利用集積計画の決定について」を議題に供し 

ます。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（川原主任） 

議案第５号、別海町農用地利用集積計画の決定について。別海町農業経営基盤強化の 

促進に関する基本的な構想第５の１（６）による計画について、農業経営基盤強化促進 

法第１８条第１項により決定を求める。 

本件は全部で１９件ございます。内訳は、所有権の移転が１０件、利用権の設定が９件 

でございます。それでは、所有権の移転から朗読いたします。 

第１号、移転を受ける者。札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人北 

海道農業公社 理事長 竹林孝。移転をする土地、上風連７－２外２７筆、計７６４,３ 

８８㎡。移転をする者、上風連３４番地の１６、石田昌樹。利用目的、牧草畑として利 

用。所有権の移転時期、令和２年１０月１日。対価、４３，９０９,０００円。対価の支 

払い方法、指定口座に振込。対価の支払い期限、令和２年１１月１３日。引渡の時期、 

対価の支払日。当事者間の法律関係、売買です。次号から４号までの所有権の移転を受 

ける者及び対価の支払い期限、次号から５号までの利用目的、次号から９号までの移転 

時期、対価の支払い方法、引渡の時期、当事者間の法律関係は同文ですので、朗読を省 

略します。 

第２号、所有権の移転をする土地、中西別９７－３外２３筆。計４１７,８６０㎡。所 

有権の移転をする者、中西別１２９番地の３、村上將三。対価、２４,９８６,０００円。

第３号、所有権の移転をする土地、中西別９７－１外１７筆、計４８７,０２２㎡。所 

有権の移転をする者、中西別１３０番地の１７、中鉢桂樹。対価、２３,６７０,０００円。 

第４号、所有権の移転をする土地、西春別２０１－１０外３０筆、計８６８,６４９㎡。

所有権の移転をする者、西春別２２３番地の４、伊藤良一。対価、４５,５９１,０００円。 

第５号、所有権の移転を受ける者。別海町別海４０１番地の８、有限会社河嶋産業  

代表取締役 河嶋和也。所有権の移転をする土地、上風連３４－１４外４筆、計１８, 

２２０㎡。所有権の移転をする者、上風連３４番地の１６、石田昌樹。対価３８４,００ 

０円。対価の支払い期限、令和２年１１月３０日。次号から９号までの対価の支払い期 
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限は同文ですので朗読を省略します。 

第６号、所有権の移転を受ける者。上風連３５番地の７、齊藤亮。所有権の移転をす 

る土地、上風連２－４外５筆、計１９７,２２１㎡。所有権の移転をする者、同上。利用 

目的、牧草畑及び採草放牧地として利用。対価、１９７,０００円。 

第７号、所有権の移転を受ける者、中西別１３９番地の２９、長谷川幸一。所有権の 

移転をする土地、中西別９７－２、２９,１９２㎡。所有権の移転をする者、中西別１２ 

９番地の３、村上將三。利用目的、採草放牧地として利用。対価、２９,０００円。第８ 

号、所有権の移転を受ける者、中西別１６８番地の１、有限会社たんぽぽ牧場 代表取 

締役 加藤二三代。所有権の移転をする土地、中西別１２８－１０外４筆、計１８,５６ 

３㎡。所有権の移転をする者、同上。利用目的、牧草畑及び採草放牧地として利用。対価 

１８,０００円。 

第９号、所有権の移転を受ける者、西春別３４４番地の４１、丹治直人。所有権の移 

転をする土地、西春別２４１－１外１筆、計２２,４９８㎡。所有権の移転をする者、西 

春別２２３番地の４、伊藤良一。利用目的、牧草畑として利用。対価、２２,０００ 円。 

第１０号、所有権の移転を受ける者、西春別２８７番地の７、渡部義展。所有権の移転 

をする土地、西春別２４２－１８外１筆、計３,７２５㎡。所有権の移転をする者、西春 

別２２３番地の４、伊藤良一。利用目的、牧草畑として利用。所有権の移転時期、令和２ 

年１０月１日。対価、対価の支払い方法、対価の支払い期限は贈与のためございません。 

引渡の時期、令和２年１０月１日。当事者間の法律関係は贈与です。 

続いて、利用権の設定です。 

第１号、設定を受ける者、中西別２６３番地の７、阿部隼人。利用権を設定する土地、 

中西別２４７－１０外３７筆、計９７３,５６１.７９㎡。利用権の設定をする者、札幌市 

中央区北５条６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公社 理事長 竹林孝。利用権 

の種類、賃借権。内容、牧草畑及び農業用施設用地として利用。始期、令和２年１０月１ 

日、終期、令和７年３月３１日、借賃、年間８３９,４４０円。借賃の支払いの方法、毎 

年１２月１０日までに指定口座に振込むものとする。当事者間の法律関係、賃貸借。次号 

から７号までの利用権の設定をする者及び借賃の支払いの方法、次号から９号までの利用 

権の種類及び当事者間の法律関係は同文ですので朗読を省略します。 

第２号、利用権の設定を受ける者、中西別２７２番地の４９、渡會一也。利用権を設定 

する土地、中西別２５８－５外２７筆、計６９８,８１１.１８㎡。内容、牧草畑及び農業 

用施設用地として利用。始期、令和２年１０月１日。終期、令和７年３月３１日。借賃、 

年間６３４,９２０円。 

第３号、利用権の設定を受ける者、上春別１０４番地の２３、藤本拓也。利用権を設定 

する土地、上春別２２－１外２０筆、計７３２,７５９㎡。内容、牧草畑として利用。始 

期、令和２年１０月１日。終期、令和７年８月２日。借賃、年間７４３,１２０円。 

第４号、利用権の設定を受ける者、上春別２８０番地の１、有限会社アイファーム 代 

表取締役 目黒英夫。利用権を設定する土地、上春別２７７－１外１６筆、計３１０,３ 

９５㎡。内容、牧草畑として利用。始期、令和２年１０月１日。終期、令和７年８月２日。 

借賃、年間２７５,１４０円。 

第５号、利用権の設定を受ける者、上春別３０１番地の４、村山清。利用権を設定す 
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る土地、上春別２７７－３外９筆、計１５９,４６３㎡。内容、牧草畑として利用。始期、 

令和２年１０月１日。終期、令和７年８月２日。借賃、年間１８７,０２０円。 

第６号、利用権の設定を受ける者、上春別２７８番地の４、吉田政利。利用権を設定 

する土地、上春別２２６－５外５１筆、計９１２,２８２㎡。内容、牧草畑として利用。 

始期、令和２年１０月１日。終期、令和７年８月２日。借賃、年間９８２,２４０円。 

第７号、利用権の設定を受ける者、中西別８２番地の３、深代勝利。利用権を設定す 

る土地、中西別３０６－３０外１筆、計５５,４３３㎡。内容、牧草畑として利用。始 

期、令和２年１０月１日。終期、令和３年９月２９日。借賃、年間５１,８６０円。調整 

委員は林委員と藤田委員です。 

第８号、利用権の設定を受ける者、中西別７４番地の２、佐々木純。利用権を設定す 

る土地、中西別１０７－５、計３５,００４㎡。利用権を設定する者、中西別５４番地の 

４４、林広利。内容、牧草畑として利用。始期、令和２年１０月２５日。終期、令和７年 

１０月２４日。借賃、年間５０，０００円。借賃の支払いの方法、毎年１０月末日までに 

指定口座に振込むものとする。調整委員は林委員と藤田委員です。 

第９号、利用権の設定を受ける者、上春別３１２番地の５、井上一也。利用権を設定 

する土地、上春別２１０－９外３筆、計３７,９０８㎡。利用権の設定をする者、神奈川 

県川崎市高津区坂戸３丁目１６番１２号 ラベンダーハイツ２０２、加藤洋一。内容、牧 

草畑として利用。始期、令和２年１０月２９日、終期、令和５年１０月２８日。借賃、年 

間１２０，０００円、借賃の支払いの方法、毎年１０月末日までに指定口座に振込むも 

のとする。調整委員は羽石委員と浦山委員です。以上で議案第５号の内容説明を終わり 

ます。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第５号の事務局説明が終わりました。 

所有権の移転の１号から１０号は報告第１号及び第２号で、利用権の設定の１号から 

６号につきましては報告第１号で説明済みですので事務局説明のみとさせていただきま 

す。それでは調整委員の説明を求めます。所有権移転の７号、８号を２３番林委員。９ 

号を１４番、羽石委員。それでは、７号、８号を林委員お願いします。 

〇２３番 林委員 

７号は先ほど第１号で齊藤利男さんが、農業公社より合意解約した土地を隣接してい 

る深代勝利さんが賃貸借するということになりましたのでよろしくお願いします。 

８号は、林広利さんと佐々木純さんの間で結ばれていました賃貸借権が貸借契約期間 

が切れたので、同条件で更新するものですのでよろしくお願いいたします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、９号を羽石委員お願いします。 

〇１４番 羽石委員 

はい、説明します。９号の加藤洋一さんですが、今年、お父さんを亡くされて息子であ 

る加藤洋一さんが相続したばかりで、３年後に加藤さんが離農されて３０年たつという 

ことで、とりあえず３年間は井上さんも同じ条件で借りるということで、こういう条件 

になりました。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 
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はい、ありがとうございました。議案第５号の委員説明が終わりました。 

ここで、質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なければ、議案第５号につきまして採決に入ります。否決の方の挙手を求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、原案のとおり許可することに決定します。 

 

◎日程第１１ 議案第６号 

〇議長（小野会長） 

日程第１１ 議案第６号「現況証明願いについて」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（藤巻主査） 

議案第６号、現況証明願いについて。次の者から現況証明願いが提出されたので、北 

海道農地法関係事務処理要領第９の４の規定により証明する。 

第１号、所在、西春別６０－４、面積１９,８３５㎡の内４７８.０４㎡。西春別６０ 

－８、面積４０，１０１㎡の内２,６９７.０４㎡。利用状況、宅地。所有者、西春別６０ 

番地の９、夘野典子。現地調査委員は及川委員、内藤委員及び押田委員です。以上で議 

案第６号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

議案第６号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査委員の説明を求めます。１ 

番及川委員お願いします。 

〇１番 及川委員 

はい、説明します。もう既に牛舎が建設されている場所で、地目変更がされていなか 

った感じです。これは宅地で見てまいりました。 

〇議長（小野会長） 

はい、ありがとうございました。議案第６号につきましての委員説明が終わりました。 

ここで質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第６号を原案のとおり許可することに決定します。 
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◎閉会宣言 

〇議長（小野会長） 

以上で、本総会に提出された議案の審議は全て終了しました。 

これをもちまして、第４回総会を閉会します。 


